
カスタム紙管の調達

購入者向け完全仕様ガイド

半径

重要な分離ポイント

繊維巻き紙 コアアセンブリ

製品、プレゼンテーション、取り扱い経路を基準に 指定される構造フォーマッ
ト。



チューブシステムの構造

ふたと底のクロージャー：

開封経路を定義する 構造上の
両端。

円筒ボディ：

積層紙部品から作られた 成形円
筒コア。

チューブは成形された円筒状の ボディで
あり、単なる折り畳み平面 ブランクでは
ありません。

インサートと内部部品： 表面：

ボディに直接施される外部 ラベ
ル、ラップ、または印刷 表面。

製品を分離または保持するよう 設
計された内部部品。



包装スペクトラム・マトリクス

折りたたみ
カートン

剛性セットアッ
プ ボックス

紙
チューブ

柔軟な パウチ

直方体円筒形形状 直方体／各種 可変

平らなカートンブラ
ンクから 折りたたむ 剛性 構造マンドレルの周囲

で 成形組立 シールされたウェブ

柔軟 （定義された形状を 保持しない）
固定剛性 （開封経路
が チューブと異なる）

剛性 円筒形形状 保持 半剛性



類型：プレゼンテーション VS. 保護

保護用 出荷 カートンプレゼン テーション
シェル

·焦点：内部の美観、開封動作、触感 ·焦点：耐圧壊性、耐湿性、衝撃、構造的
完全性。表面処理、ギフトプレゼンテーション。

·用途：フルフィルメント、産業輸送、高価値·用途：化粧品、キャンドル、ポスター、アパレル、乾燥

商品。 書類発送。

警告：明示的な要件定義と試験レビューなしに、プレゼンテーションチューブが圧壊、湿気、衝撃、

または輸送中の乱暴な取り扱いから保護すると決して仮定しないでください。



製品第一のエンジニアリング

垂直 挿入 購入者の判断要素は、製品の
物理的現実から

始めなければなりません：

· 形状と重量 分布。
水平 プッシュ

·全長と直径。スライド挿
入落とし入れ

· 表面の感度。
内部 ブラケッ

ト
同心 レイヤー

· 顧客インタラクション
（繰り返し開封 vs. 即時
ディスプレイ vs. 内部トレ
イの取り外し）。

ラップ包装 インサートで分離



開封メカニズムの定義

固定底 取り外し可能なふた プラグ式クロージャー テレスコーピング部品

意図する消費者体験と製造能力を整合させるため、これらの機能用語で 希望する構成を指定してください。



バリアおよびコンプライアンス確認

紙管は食品包装や アクティブバリア包装と混同されやすい製品です。

品目に消耗品、粉末、香料、オイル、またはデリケートな製品が含まれる場合、 購入者は次の要
件を明示しなければなりません：

直接接触コンプライアンス。 材料移行。

-鮮度保持。 臭気封じ込め。

重要：表面、材料、またはコンプライアンス要件には

構造サンプルと厳格な試験レビューが必要です。



アートワークを物理的制約へマッピング

シームライン （紙が巻
かれる位置の 視認性）

ロゴの向き （クロージャー
に対する向き）

展開した円筒 （メタ
ファー「メタファー」）

キープアウトゾーン
（継ぎ目、端、 重な
り、ふたで 隠れる領
域）

ルール：すべての重要なテキストをキープアウトゾーンの外側に厳密に配置してくださ
い。 閉じたチューブを縦向きまたは横向きのどちらで展示するかを検討してください。



コンポーネントごとの仕様

内部および外部の 外観と仕上げ
の期 待値を指定します。ボディ／底／ふた

印刷範囲、内部印刷の 必要性、未印
刷材料の外観を 指定します。インサート／ラップ／ラベル

色合わせが 重要色合わせが重要な場合は明示し、 触感の期
待値を定 義してください。色／仕上げ

アートワークと材料を確認します。可能な限り製品寸法と実物サンプルを提示してください。



物流および梱包状態

1,000本のチューブ
の 出荷容積 入れ子状態 部品を互いの中に 収

納。

部品 平置き／分離 最小
容積、 組立が必要。

組立済み 完全セッ
トを 積載可能な状
態で 出荷。

製品の投入はいつ行いますか？

後工程の第三者 フル
フィルメント拠点で。組立順序の 指示が必要。 出荷前

要件：外装梱包は表面プレゼンテーションを保護し、アートワークのバージョンを追跡可能にする必要があり
ます。 完全セットと予備／別梱包部品を必ず区別してください。



8ポイントRFQブループリント
1. 製品詳細： 寸法、重
量、 挿入方法。

8. 検証：O 構造サンプルと
試験を依頼。

02. 目標寸法： チューブ寸
法、重要なものに フラグを
付ける。

7. 物流：完全セットの
数量、 梱包指示。

03. 構成：ボディ、ふた、
底、 インサートを定義。

04. 美観：表面外観、 印刷
位置、 向き。

6. 資産：アートワークと コン
ポーネントのバージョンリスト。

5. レッドフラグ：直接接触、 臭
気、湿気、コンプライアンス。



統合：完全な包装システム

完全な円筒形 包装シス
テム

未加工印刷シェル

梱包成形 挿入 キャッピング

紙管は包括的に調達する必要があります。

単なる印刷シェルではありません。製品適合、開 封経路、表面プレゼン
テーション、内部保持、流通 要件は深く相互に関連しており、見積、アー

トワー ク、材料レビューを通じて確認する必要があります。



技術的免責事項

本ブリーフは、チューブ構造、クロージャータイプ、保護レベル、材料 グレード、
食品接触ステータス、認証、価格、数量しきい値、納期 コミットメントのいずれも
確認しません。輸送性能も確立しません。 すべての重要要件には、最終仕様の前に

構造サンプルと 厳格な試験レビューが必要です。


